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1.  平成22年8月期第3四半期の連結業績（平成21年9月1日～平成22年5月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年8月期第3四半期 16,480 △26.5 508 △38.7 557 △30.9 224 △38.8
21年8月期第3四半期 22,413 ― 830 ― 807 ― 367 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年8月期第3四半期 17.44 ―
21年8月期第3四半期 28.50 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年8月期第3四半期 20,627 12,965 62.9 1,004.79
21年8月期 19,795 13,205 66.7 1,023.43

（参考） 自己資本   22年8月期第3四半期  12,964百万円 21年8月期  13,205百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年8月期 ― 17.00 ― 18.00 35.00
22年8月期 ― 15.00 ―
22年8月期 

（予想）
15.00 30.00

3.  平成22年8月期の連結業績予想（平成21年9月1日～平成22年8月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,000 △9.0 880 2.0 930 1.9 450 45.0 34.87
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注） 詳細は、６ページ 【定性的情報・財務諸表等】 ４. その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
連結業績予想は、本資料の発表日において当社が入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異な
る場合があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年8月期第3四半期 14,415,319株 21年8月期  14,415,319株
② 期末自己株式数 22年8月期第3四半期  1,512,206株 21年8月期  1,511,985株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年8月期第3四半期 12,903,213株 21年8月期第3四半期 12,903,966株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界的な金融危機以降、各国政府による積極的な景気刺激

策の効果や、新興国をはじめとした外需の盛り上がりを受け、景気は最悪期を脱し緩やかな回復基調をみせ始め

てまいりました。しかし、ギリシャ問題を発端とする円高の進行や欧州需要の低迷に伴う新興国経済の減速に対

する懸念から、今後も景気が持続的に回復していくかどうかは不透明な状況にあります。 

 当社グループの主要ユーザーである自動車業界におきましては、政府による新車購入支援策や中国・インドな

どにおける新興国の新車需要の拡大を背景に、コストの削減も功を奏したことから同業界の景況感は改善傾向に

あります。大手自動車メーカー各社においては、世の中の動向に沿った環境対応車や新興国の新車需要拡大に照

準を合わせ、収益の拡大に取り組んでおります。しかしながら、同業界では、前述の円高や欧州経済の先行き懸

念に加え、自動車の主要材料である鋼材の値上がりなど多くの懸念材料から、設備投資に対しては、慎重な姿勢

を崩さず、世界的な金融危機前と比較すると依然として低水準にあります。 

このような状況のもと、当社グループは、中国山東省煙台市に、煙台進和接合技術有限公司に続く二つ目の製

造拠点「煙台三拓進和撹拌設備維修有限公司」※を設立し、現在、平成 22 年秋頃の操業に向けて工場を建設中で

あります。また、当社においても、自動車関連メーカーの集積化が進む東北地区に「東北営業所」を新設したほ

か、新規事業や事業拡張策を検討、計画立案する「経営企画室」、当社製造部門（中国現地法人を含む）における

新たな製品・技術開発や製品需要開拓を目的とする「製品開発センター」を設置するなど組織の構造改革を積極

的に行ってまいりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は、164億80百万円（前年同四半期比26.5％減）となりました。  

また、経常利益につきましては、５億 57 百万円（前年同四半期比 30.9％減）となり、四半期純利益は２億 24

百万円（前年同四半期比 38.8％減）となりました。 

 
※ 煙台三拓進和撹拌設備維修有限公司は、平成 21 年 10 月に法人設立登記が完了し、中国の日系ゴム、石油・化学業界が保

有する設備をターゲットに、特殊肉盛溶接加工技術を使ったメンテナンス事業およびオーバーホール事業を展開する予定

であります。 

 

これを品目別にご説明すると、以下のとおりであります。 

 

金属接合 

 ハイブリッド自動車用電池メーカー向け電池部品の集電板の売上の増加や、台湾半導体メーカー向け精密部品

はんだ付装置の売上があったものの、国内および海外日系自動車メーカーにおける設備投資意欲の回復の遅れか

ら、はんだ付装置や抵抗溶接ガン、その他附帯設備の売上が減少したことにより、売上高は 71 億 73 百万円（前

年同四半期比 2.7％減）となりました。 

 
産業機械 

 ハイブリッド自動車用電池メーカー向け電池組立加工機の売上があったものの、前年同四半期連結累計期間に

計上した北米自動車部品メーカー向け鍛造プレスラインといった大型ターンキー物件がなく、その他国内および

海外自動車メーカーにおいても工場や生産ライン敷設にかかる設備需要がなかったことから、売上高は 68 億 13

百万円（前年同四半期比 35.5％減）となりました。 

 
ＦＡシステム 

国内および海外日系自動車メーカーをはじめとする自動車関連産業の設備需要が激減し、生産管理・指示システムやケ

ーブルコネクターなどの売上が減少したことから、売上高は17億７百万円（前年同四半期比50.8％減）となりました。 
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メンテナンスその他 

 国内鉄鋼メーカー向け圧延機の修理工事があったものの、海外日系自動車メーカー向け工業用マーカーの売上

が減少したことや、国内自動車メーカー向けの設備消耗部品の交換工事がなかったことなどから、売上高は７億

86 百万円（前年同四半期比 22.2％減）となりました。 

 
所在地別セグメントの業績は、以下のとおりであります。 

 
日本 

 台湾半導体メーカー向け精密部品はんだ付装置の売上があったほか、ハイブリッド自動車用電池メーカー向け

電池部品の集電板の売上が増加したものの、主要ユーザーである自動車業界をはじめとする国内製造業の設備投

資意欲の回復の遅れから、溶接およびろう付機器、生産管理・指示システムや工程間搬送装置などの売上が減少

し、売上高は 156 億 31 百万円（前年同四半期比 26.2％減）となりました。営業利益につきましては、売上総利益

率の向上や販売費及び一般管理費の削減に努めてまいりましたが、売上高の減少が響き５億 47 百万円（前年同四

半期比 42.0％減）となりました。 

 
米国 

北米地区における製造業の設備投資や受注動向は緩やかに上向きになってきたものの、依然、米国やカナダの

日系自動車メーカーにおける工場新設やライン敷設は停滞し、システム導入や溶接設備および附帯機器の需要が

激減したことから、売上高は 10 億 61 百万円（前年同四半期比 53.6％減）となりました。一方、売上高が前年同

四半期に比べ半減したものの、売上総利益率の向上や販売費及び一般管理費の削減に努めた結果、85 百万円の営

業損失（前年同四半期は 97 百万円の営業損失）となりました。 

 

アジア 

アジアにおける日系自動車メーカーにおいて、新規ラインの敷設がなかったため、生産管理・指示システムや

その附帯機器の売上は伸び悩んだものの、煙台進和接合技術有限公司で手掛けるプレート式熱交換器の売上が伸

張し、売上高は６億 72 百万円（前年同四半期比 1.5％増）となりました。また、売上総利益率の向上に加え、販

売費及び一般管理費の削減に努めた結果、前年同四半期連結累計期間に発生した営業損失は改善され、28 百万円

の営業利益（前年同四半期は 59 百万円の営業損失）となりました。 
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２．連結財政状態に関する定性的情報  

（１）連結財政状態 

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は206億27百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億31百万円増加いたしました。 

流動資産合計は前連結会計年度末に比べ８億 94 百万円増加し、140 億 29 百万円となりました。これは主に、受

取手形及び売掛金が４億 54 百万円増加したほか、商品及び製品が１億 40 百万円、仕掛品が１億 46 百万円それぞ

れ増加したことによるものであります。 

固定資産合計は前連結会計年度末に比べ 62 百万円減少し、65億 97 百万円となりました。これは主に、平成 22

年秋ごろの操業を予定しております当社の中国現地法人「煙台三拓進和撹拌設備維修有限公司」に対する出資金

が２億 34 百万円増加した一方、減価償却費などにより有形固定資産が２億 14 百万円、国内株式相場の低迷によ

り投資有価証券が 97 百万円それぞれ減少したことによるものであります。 

流動負債合計は前連結会計年度末に比べ 10 億 73 百万円増加し、71 億 30 百万円となりました。これは主に、支

払手形及び買掛金が９億 35 百万円増加したことによるものであります。 

固定負債合計は前連結会計年度末に比べ１百万円減少し、５億 31 百万円となりました。 

純資産合計は前連結会計年度末に比べ２億 40 百万円減少し、129 億 65 百万円となりました。これは主に、配当

金の支払いなどにより利益剰余金が２億円減少したほか、国内株式相場の低迷により、その他有価証券評価差額

金が 25 百万円減少したことによるものであります。 

以上により、自己資本比率は、前連結会計年度末の 66.7％から 3.8 ポイント低下し 62.9％となりました。 

 

（２）連結キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローについては、営業活動による７億 55百万円の収入およ

び投資活動による３億 49百万円の支出により、フリーキャッシュ・フローは４億６百万円の収入となりました。 

また、財務活動により４億 15 百万円を支出した結果、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同

等物の四半期末残高は前連結会計年度末に比べ 15 百万円減少し、49 億 13 百万円となりました。 

 

  ①営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動の結果得られた資金は、７億 55 百万円（前年同四半期に比べ 26 百万円の収入増）となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益により４億 87 百万円および仕入債務の増加額９億 78 百万円により

資金が増加したものの、売上債権の増加額４億 56 百万円およびたな卸資産の増加額３億 53 百万円により資

金が減少したことによるものであります。 

 

  ②投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動の結果使用した資金は、３億 49百万円（前年同四半期は 42百万円の収入）となりました。これは

主に、米国現地子会社に対する新会計システムの導入等、有形固定資産および無形固定資産の取得による支出

１億 18百万円や、当社中国現地法人「煙台三拓進和撹拌設備維修有限公司」に対する出資金として２億 34百

万円を支出したことによるものであります。 

 

  ③財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動の結果使用した資金は、４億 15 百万円（前年同四半期に比べ 88 百万円の支出減）となりました。

これは主に、配当金の支払額４億 15 百万円によるものであります。 
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３．連結業績予想に関する定性的情報 

通期の連結業績予想につきましては、平成 22 年１月 12 日発表の数値に変更はありません。 

 

 

４．その他  

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

   該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理および四半期連結財務諸表の作成に特有な会計処理の適用 

  ①簡便な会計処理 

   （一般債権の貸倒見積高の算定方法） 

     当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

   （固定資産の減価償却費の算定） 

     固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算を策定しているため、当該予算に

基づく年間償却予定額を期間按分して算定しております。 

（法人税等ならびに繰延税金資産および繰延税金負債の算定方法） 

     法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度において使用した将来の業績予測に経

営環境等の変化を加味して判断しております。 

 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

   該当事項はありません。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,913,177 4,928,186 

受取手形及び売掛金 7,426,454 6,972,398 

商品及び製品 572,384 432,046 

仕掛品 322,287 175,435 

原材料及び貯蔵品 307,070 253,347 

その他 552,718 438,113 

貸倒引当金 △64,562 △64,679 

流動資産合計 14,029,530 13,134,848 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,118,205 2,266,936 

その他（純額） 2,840,373 2,906,631 

有形固定資産合計 4,958,579 5,173,568 

無形固定資産 78,689 89,930 

投資その他の資産   

投資有価証券 1,121,084 1,218,874 

その他 441,729 180,021 

貸倒引当金 △2,449 △1,850 

投資その他の資産合計 1,560,364 1,397,046 

固定資産合計 6,597,632 6,660,546 

資産合計 20,627,163 19,795,394 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,400,285 5,465,100 

未払法人税等 65,212 54,141 

引当金 253,242 148,999 

その他 411,947 388,956 

流動負債合計 7,130,687 6,057,197 

固定負債   

引当金 195,124 195,602 

その他 336,230 336,761 

固定負債合計 531,355 532,364 

負債合計 7,662,042 6,589,561 
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年８月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 951,106 951,106 

資本剰余金 997,416 997,293 

利益剰余金 12,970,817 13,171,651 

自己株式 △1,134,464 △1,134,087 

株主資本合計 13,784,876 13,985,964 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △55,520 △30,340 

繰延ヘッジ損益 22 － 

土地再評価差額金 △610,061 △610,061 

為替換算調整勘定 △154,396 △139,960 

評価・換算差額等合計 △819,955 △780,362 

少数株主持分 199 231 

純資産合計 12,965,120 13,205,832 

負債純資産合計 20,627,163 19,795,394 
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成22年５月31日) 

売上高 22,413,984 16,480,560 

売上原価 19,267,264 13,810,977 

売上総利益 3,146,719 2,669,582 

販売費及び一般管理費 2,316,096 2,160,586 

営業利益 830,622 508,996 

営業外収益   

受取利息 12,756 13,231 

受取配当金 130,925 23,883 

デリバティブ評価損戻入 － 440 

受取賠償金 － 14,291 

その他 50,146 20,073 

営業外収益合計 193,828 71,918 

営業外費用   

為替差損 152,839 17,659 

デリバティブ評価損 58,560 － 

その他 5,575 5,577 

営業外費用合計 216,974 23,237 

経常利益 807,476 557,677 

特別利益   

固定資産売却益 33,303 2,853 

貸倒引当金戻入額 1,448 122 

その他 302 － 

特別利益合計 35,054 2,975 

特別損失   

投資有価証券評価損 － 58,794 

減損損失 60,192 － 

製品補償損失 － 8,060 

その他 3,256 6,130 

特別損失合計 63,449 72,985 

税金等調整前四半期純利益 779,080 487,667 

法人税、住民税及び事業税 442,093 285,484 

過年度法人税等 － 37,272 

法人税等調整額 △30,795 △60,066 

法人税等合計 411,298 262,689 

少数株主利益又は少数株主損失（△） △25 4 

四半期純利益 367,808 224,973 
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成22年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 779,080 487,667 

減価償却費 311,135 298,775 

減損損失 60,192 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,102 422 

賞与引当金の増減額（△は減少） 93,395 108,143 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19,000 △3,900 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,575 △875 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 350 396 

受取利息及び受取配当金 △143,681 △37,114 

有形固定資産除売却損益（△は益） △30,196 2,677 

為替差損益（△は益） － △1,016 

投資有価証券評価損益（△は益） － 58,794 

デリバティブ評価損益（△は益） 58,560 △440 

ゴルフ会員権評価損 － 2,130 

売上債権の増減額（△は増加） 6,570,767 △456,680 

たな卸資産の増減額（△は増加） 884,822 △353,580 

仕入債務の増減額（△は減少） △6,365,832 978,623 

未払消費税等の増減額（△は減少） 33,859 △65,291 

前渡金の増減額（△は増加） △90,629 △52,715 

前受金の増減額（△は減少） △170,309 81,961 

その他 △130,270 △7,030 

小計 1,841,772 1,040,948 

利息及び配当金の受取額 54,434 33,949 

法人税等の支払額 △1,167,306 △319,365 

営業活動によるキャッシュ・フロー 728,900 755,532 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △140,896 △58,508 

有形固定資産の売却による収入 256,228 7,768 

無形固定資産の取得による支出 △11,538 △59,845 

投資有価証券の取得による支出 △2,786 － 

子会社出資金の取得による支出 △16,643 △234,350 

短期貸付けによる支出 △38,400 － 

長期貸付けによる支出 △39,630 － 

差入保証金の回収による収入 255 1,160 

差入保証金の差入による支出 － △4,095 

ゴルフ会員権の取得による支出 △11,832 － 

保険積立金の積立による支出 － △1,218 

定期預金の払戻による収入 56,304 － 

その他 △8,496 － 
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成22年５月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー 42,566 △349,090 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △2,120 △595 

自己株式の処分による収入 787 342 

配当金の支払額 △503,279 △415,417 

少数株主への配当金の支払額 △54 △39 

財務活動によるキャッシュ・フロー △504,666 △415,710 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △105,320 △5,740 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 161,480 △15,008 

現金及び現金同等物の期首残高 5,712,274 4,928,186 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 104,032 － 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,977,786 4,913,177 
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該当事項なし 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年９月１日 至 平成21年５月31日）及び当第３四半期連結

累計期間（自 平成21年９月１日 至 平成22年５月31日） 

当社グループは、主として製造業における生産設備および資材の製造、販売、メンテナンスを営んで

おりますが、同事業の売上高、営業利益の金額は全セグメントの売上高の合計、営業利益の金額に占め

る割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

【所在地別セグメント情報】 
前第３四半期連結累計期間（自 平成20年９月１日 至 平成21年５月31日） 

 
  

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年９月１日 至 平成22年５月31日） 

 
(注)１ 国又は地域の区分は、地理的近接度により区分しております。前第１四半期連結累計期間より中国子会社で 

ある煙台進和接合技術有限公司が連結子会社となりましたが、重要性が乏しいためタイとともに「アジア」

として表示しております。 

    ２ アジアの内訳は次のとおりであります。   

    アジア    … 中国、タイ 

    ３ 会計処理の方法の変更 

         前第３四半期連結累計期間 

       （たな卸資産の評価に関する会計基準） 

「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のとおり、第１四半期

連結累計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月５日)を適用し

ております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて営業利益が日本で48,462千円減少し、営業

損失が米国で1,436千円、アジアで879千円それぞれ増加しております。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

日本 
(千円)

米国
(千円)

アジア  
(千円)

計
(千円)

消去又全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 19,687,458 2,117,059 609,466 22,413,984 ― 22,413,984

(2) セグメント間の 
        内部売上高

1,505,536 172,799 53,142 1,731,478 (1,731,478) ―

計 21,192,994 2,289,859 662,609 24,145,463 (1,731,478) 22,413,984

営業利益又は営業損失(△) 943,329 △97,305 △59,804 786,220 44,402 830,622

日本 
(千円)

米国
(千円)

アジア  
(千円)

計
(千円)

消去又全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 15,078,642 800,435 601,482 16,480,560 ― 16,480,560

(2) セグメント間の 
        内部売上高

552,544 261,043 70,817 884,406 (884,406) ―

計 15,631,187 1,061,479 672,300 17,364,966 (884,406) 16,480,560

営業利益又は営業損失(△) 547,174 △85,573 28,863 490,465 18,531 508,996
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【海外売上高】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年９月１日 至 平成21年５月31日） 

 
  

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年９月１日 至 平成22年５月31日） 

 
(注)１  地域は、地理的近接度により区分しております。 

   ２  各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

     (1)アジア      …  台湾、中国、タイ他 

     (2)北米       …  米国、メキシコ、カナダ 

     (3)その他      …  英国、南アフリカ、ベルギー他 

    ３  海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

該当事項なし 

  

北米 アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 2,530,475 1,803,285 460,731 4,794,492

Ⅱ 連結売上高(千円) ― ― ― 22,413,984

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

11.3 8.0 2.1 21.4

アジア 北米 その他 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 1,874,433 926,900 302,889 3,104,224

Ⅱ 連結売上高(千円) ― ― ― 16,480,560

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

11.4 5.6 1.8 18.8

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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